
長野県文化財保護審議会への諮問について 

 

文化財・生涯学習課 

 

 下記の文化財を長野県宝に指定したいので、文化財保護条例（昭和50年長野県

条例第44号）第４条第３項の規定により、長野県文化財保護審議会に諮問する。 

記 

長野県宝に指定する文化財 

名称（所在地） 員数 所有者 概要及び指定理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大井法華堂関係資料
お お い ほ っ け ど う か ん け い し り ょ う

 

（千曲市）  

 

4,434 点  

長野県  

（長野県

立 歴 史

館 で 保

管）  

○大井法華堂は、佐久市岩村田に所在し

た中世前期に遡る由緒を持つ修験
しゅげん

の道

場で、その系譜を現代までたどることがで

きる。それを裏付ける中世、近世、近現代

の文書、宗教行為の法具類が大井家の

管理のもと大切に残されてきたところであ

るが、長野県立歴史館に寄贈いただい

た。 

○中世文書は、法華堂が聖護院
し ょ う ご い ん

門跡
もんぜき

の支

配下に入り、地方修験が次第に全国教

団の中に取り込まれていく過程といった地

方修験のあり方を知る上で全国的にも重

要な文書群である。 

○ 近 世 文 書 は 、 本山派
ほ ん ざ ん は

聖護院
し ょ う ご い ん

門跡
もんぜき

・

院家勝仙院
いんげしょ うせんいん

発給の支配文書など、江戸

時代の本山
ほんざん

派修験における年
ねん

行事
ぎ ょ う じ

の役

割を具体的に伝えるものとして重要で、文

書群として長野県内では唯一のものであ

る。 

○廃仏
はいぶつ

毀釈
き し ゃ く

や修験廃止令の後も、祖師像
そ し ぞ う

である役行者像
えんのぎょうじゃぞう

などの彫像・仏具類が残

っている点も貴重である。 

○地域の修験の道場の文書類等が一括し

て伝えられたことは長野県はもちろん、全

国的に見ても稀有である。 

 

・修験関係中世文書  

・修験関係近世文書  

・近世文書群（修験関係除

く）  

・仏具類  等  



 

 

 

 

 

 



 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 


